























































































































































































れるなど、内容 も多岐に渡って実施 されている (園 田 2002、 用松 ・坂中
2004)。
日本で初めて「自己表現J学習としての「アサーション・ トレーニングJを
























































例 1 くA、 Bの部屋を訪ねる。 B、 ドアを開けて〉

























































































例 3-1 〈Eは Fか ら、来日する友人の滞在について切り出されて〉
E:来週 (う ん)、 でも来週からは私、試験もあるし (う ん)、 レポートも
出さなければならないから、来週じゃないと多分、一週間ぐらい、私
(う ん)、 レポート書かなければならないから、その次ならば私も人
に会うこと、ほんとに好きだから (う ん)、 もう大歓迎よ (う ―ん)、
ようこそ (う ん)だけれど、来週はね、私、ふつうはほんとに活発
で、親切 (う ―んそうねえ)、 かどうかわからないんだけど、たぶん
そう思うんだけど、試験になると (う ん)、 ちょっとヒステリカルに














なくて (う ―ん)、 う―ん、来週じゃないと、もういつでもいいんだ
けど、多分もう来週はちよつと、もう、Fさ んが私を考えてくれた
ら・……と思うんだけど
F:う ん、それは (う ん)だけど、帰ってから多分、う―ん、シャワーし
て、あと、まあ寝るだけでしょ (う ん)だから、静か、結構静かな人
でしょ (う ―ん)、 そんなにうるさい人じゃないと思うんで
E:う ―ん、でもねえ、ちょっと理解 して (う んうん)も らいたいんで
す、私の性格が、何か集中したいときに、誰かいると、私が集中でき
ない、もちろんあの人も′し、配なんだけど、(う ん)、 でもやっぱり私が
















































































































































































































先の例 3-1に おいてEは、ルームメイ トの Fの友人が来 日する期間にち ょ











すねえ (う ―ん、そうですか)う ―ん、②ほんとに重要な試験だか
ら、その時期に、誰かから、ちょっとう―ん、ちょっと妨害されたく
ない (う ―ん)、 すみません、③ほんとにすまないんだけど、本当に
























































































































































































(2)筆者は2004年 7月 から2005年 3月 にかけNPO法人「アサーティブジャパンJ主催
のトレーニング (基礎編 応用編・トレーナー準備講座)合計60時間を修了した。現
在は認定 トレーナー養成講座を受講中である。
※NPO法人「アサーティブジャパン」 :httpノ /www asserive org/
(3)『 日経ビジネス Associe』 (2005年 11月 1日 号)では、「相手を尊重しつつ自分の要
求を伝え、感情的にならずに感情を表現する」コミュニケーションの手法として「ア
サーティブネス」が特集されており (pp 83 94)、 最近は日本国内において特にビジ
ネス界からこれが注目されていることがわかる。
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